第２章 自然とともに暮らすまち
第1節 自然を保全し、活用し、創造しながらうるおいのある都市空間をつくる

	・　市民・事業者・行政それぞれが役割分担をするとともに、主体となって総合的な環境保全の推進を図った。事業所（市役所）として、環境管理システム、（「環境配慮指針」、「温暖化対策推進実行計画」、「環境物品等の調達方針」）に基づき、環境に配慮した取り組に努めた。

･　地球温暖化防止対策の身近な取り組みとして、「環境家計簿」を作成した。

・　緑化計画に基づく緑化推進事業を積極的に展開するとともに、ネイチャーセンターを拠点に、鉱山地区の持つ豊かな自然資源を活用した自然環境教育の場等を提供し、緑の豊かな街づくりと人と自然がふれあう環境づくりの推進に努めた。


１  総合的な環境保全の推進経費                                 （４衛生費 １保健衛生費）

　　　　市民・事業者・行政それぞれの役割分担とパートナーシップ体制を確立し、各主体の責任のもとに、自主的、積極的な取組みを総合的に行うとともに行政自ら環境に配慮した取組みを推進し、環境負荷の少ない持続的発展が可能な循環型社会を形成する。

・環境保全審議会の運営

・平成１３年度環境管理システムの調査結果報告書の作成

・環境家計簿の作成
２  市民農園経費　                                           （６農林水産業費 １農業費）

        菜園を提供することにより、市民の生きがいや農業・農村への理解、農地の有効利用を図った。

　　　　　開設場所　　札内町

　　　　　区 画 数　　４０区画（１区画約５０㎡）

　　　　　施設設備　　水道、簡易トイレ、駐車場スペース

１区画あたりの使用料　年額　１０，０００円
３  若山地区の湿原保全経費                                      (８土木費 ４都市計画費)

本湿原は、平成９年度の現地調査により貴重な動植物が発見されたことから、この湿原を保全しながら利活用を図るものである。

　　　　事業内容

平成１４年度は、湿原の環境調査として水位・水質調査及び現況測量を行った。

　４  緑化推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ４都市計画費)
みどり豊かな街づくりを目指し、緑化の推進やみどりに対する意識の高揚を図るため、市民参加のもと、市域の緑化を総合的に進めた。

市民緑化推進事業　　　　　　各町内会へ樹木、花苗の配布（５９町内会）

花いっぱい運動　　　　　　　草花（１年草）の配布（５，５２０株）

沿道美化事業　　　　　　　　メルヘンストリート等の沿道への花苗の植栽（春、夏実施）

市民記念植樹事業　　　　　　富岸公園への植樹７本（誕生記念５件、その他記念２件）
緑化イベント　　　　　　　　６月８・９日亀田記念公園で開催

　　　　　　　　　　　　　　園芸店、露店、各種イベント

沿道緑化　　　　　　　　　　マリーゴールド　１，０００株

球根　　　　　　１，２００個

試験育苗事業　　　　　　　　５団体参加（若葉町内会、中央町３丁目町内会、

鷲別を考える会、幌別鉄南第７町内会、

青葉小学校親父の会）
みどりの講演会等　　　　　　講演会１回　　講習会２回

グリーンデータバンク　　　　家庭で不要となった樹木等の有効活用のため広報での提供

樹木の紹介、仲介（登録本数４５本）

みどりづくりマニュアル　　　家庭でのみどりづくりに関するマニュアルの作成、発行

　　　　　　　　　　　　　　　　　（種から花を育てる、剪定作業）
５  市町村推進（未利用資源活用）事業費　　　　　　　　　　　 （６農林水産業費 ２林業費）

　森林所有者と地域住民に対し、森林の公益的機能の発揮と健全な森林を育成するために、森林資源や自然環境の保全に資する啓蒙普及活動を行う。

　自然環境セミナーの実施　　親子ふれあいエコツアー

市民と考える鉱山の森セミナー「鉱山の森を歩く」

市民と考える鉱山の森セミナー「もりづくりを進めるためには」

　　　　市民と考える鉱山の森セミナー報告書作成

　６　地域森林管理推進事業                                     （６農林水産業費 ２林業費）

　　　　森林整備地域活動支援交付金事業に伴う、森林所有者への制度の説明や交付金の交付等の手続き及び現地確認調査を行う。

　　　　森林所有者　　３人　　１９．６８ha

７　ネイチャーセンター運営管理業務　　　　　　　　 　　　　 （１０教育費　５社会教育費）

鉱山地区の持つ豊かな自然資源を活用し、市民の潤いの場や心の豊かさ、自然を求める市民の期待に応えながら、次代を担う子供たちの自然環境教育の場等を総合的に提供する。

· 自然そのものを教材に、直接的な体験を重視した事業の実施

· 小中学校の宿泊体験学習や野外活動の指導

· 各種団体の自然体験プログラムの作成、指導

· 自然情報の発信

主催事業

○指導者ステップアップ講習

教育に携わる方、自然・環境・教育に興味のある方のための研修講座

　　自然体験活動指導者要請講座、魚の見方楽しみ方講習会、鉱石の見つけ方講習会、

　　ネイチャークラフト講習、子供のためのインタープリテーション、展示作りを学ぼう

· 子供自然教室

　子供のための遊びながらの自然教室

　　バードウオッチング入門、幌別川と魚たち、鉱石を探そう、アニマルトラッキング

· フィールドワークｉｎ鉱山

　大人向けのちょっと知的な自然講座

　　鉱山の面影と今、紅葉の鉱山、夜の動物たち、冬の鉱山

· ジュニアチャレンジキャンプ

　季節のイベント

　サマーチャレンジキャンプ、雪中キャンプ

· 市民と取組む鉱山の森活用セミナー

　市民のみなさんと鉱山の森の活用を考える

　　鉱山の森を歩く、もり作りを進めるには

　　　　受託事業（利用者のニーズに応じたプログラムの提供、指導）

· 小中学校　２８校

· 各種団体　４３団体

　　　　情報の発信

· ニュースレターの発行（鉱山録）

· 通信誌の発行（アカチュウ通信）

第2節 美しく、清らかな環境の中で、自然にやさしい生き方が見えるまちをつくる

	・　環境に配慮した循環型社会を目指し、ごみのリサイクル・減量化への取り組みを積極的に推進するとともに、平成１１年度で用途廃止した千歳最終処分場と清掃工場については、周辺の生活環境に影響のないよう適正な閉鎖等に向け、事業に着手した。

・　健康的で快適な生活環境の改善を図るとともに、公共用水域の水質保全を目的に公共下水道事業の推進に努めた。

・　火葬場建替事業、（仮称）新富浦墓地造成事業に着手した。


  １  ごみ減量化推進等経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

　　　○リサイクル・ごみ減量化推進

資源ごみの回収を円滑に進め、ごみの減量化や地域の環境保全と美化促進を図るとともに、資源の再生利用を促し、資源循環型社会の形成に努めた。

事業内容

　　資源回収団体奨励金の交付～実施団体８０団体　回収資源量１,５７６ｔ

各種講習会の実施　　　～リサイクル教室（１回）、ガーデニング講習会（４回）

参加者　延８０人

　　資源ごみ再商品化委託　～びん７３０．４７ｔ、ペットボトル１９３．３７ｔ

　　不用品ダイヤル市　　　～「譲ります（売り）」　登録件数１６６件　成立件数６６件

　　　　　　　　　　　　　　「譲り受けます（買い）」登録件数６５件、成立件数１６件

○家庭系ごみ有料制実施

家庭から排出されるごみの量に応じて負担の公平化、減量化、リサイクル推進、ごみ処理経費の軽減など、ごみ処理に対する市民意識の高揚を図ることを目的に平成１２年４月より実施した。

○ごみステーションネット化推進事業補助金

無形のステーションをネット化し、美観や衛生、交通安全に配慮し、ごみ収集効率の向上を図った。

補助枚数　９枚（５町内会）

○ごみ再資源化推進事業補助金

ごみの減量・再資源化を図るとともに、公衆衛生の向上と良好な生活環境を保全し、清潔で美しいまちづくりを進めた。

普及啓発事業～リサイクル祭りの開催

（７月１４日　クリンクルセンター会場　約２,０００人参加）

消費生活展への参加

（１０月４・５日　市民会館中ホール　約４００人参加）

資源リサイクル推進事業～クリーンリーダー研修会の開催（延１５９人参加）

視察研修事業～研修テーマ「古紙のリサイクルについて」

視察地　倶知安町　道栄紙業㈱　　クリーンリーダー１１９人参加

○生ごみ堆肥化容器購入費補助金

ごみの減量と生ごみの有効活用を図る。

補助個数　７７個（通算補助個数３,０９５個）

  ２  衛生団体連合会運営事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

公衆衛生の向上と良好な生活環境保全のために、地区衛生組織の実践活動を促し、清潔で美しい街づくりに努めた。

　　　　事業内容

　　　　　クリーン作戦の実施　～　春：８１町内会、不燃ごみ３，１５０Kg・自転車８１台回収

　　秋：７９町内会　不燃ごみ　　６６０Kg・自転車１２４台回収

衛団連だよりの発行　～衛団連の事業実施内容等を掲載し、全世帯に配布（４月広報折込）

環境美化推進員の委嘱～７９町内会から３８１人をクリーンリーダーとして委嘱

表彰事業の実施　　　～衛団連事業の遂行に貢献し、特にその功績が優れている個人１９人と１団体を表彰

  ３  ごみ収集運搬業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

  家庭系ごみの収集運搬を全面委託

　　　　委託名　可燃ごみ･不燃ごみ等収集運搬業務委託

　　　　　　　　資源ごみ・粗大ごみ収集運搬業務委託

　　　　ごみステーション数　　１,４４２か所　

　　　　収集日　　　月曜日から土曜日まで

収集回数　　可燃ごみ　　週２回　・　不燃ごみ　　月２回

粗大ごみ　　年２回　・　資源ごみ　　週１回

  ４　クリンクルセンター、廃棄物管理型最終処分場運営管理経費　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

　クリンクルセンター及び廃棄物管理型最終処分場において廃棄物の適正処理に努めた。

　　　　　◎年間処理実績等（登別市＋白老町）

　　　　　　　焼却処理施設　　　　～２９,４２７ｔ（燃やせるごみ、破砕可燃物等、汚泥）

破砕処理施設　　　　～　１,９１０ｔ（燃やせないごみ、粗大ごみ）

資源化施設　　　　　～　２,２３５ｔ（資源ごみ）

高速堆肥化処理施設　～　　 ３９０ｔ（事業系生ごみ）、堆肥生産量６０ｔ

再生展示施設　　　　～再生品（家具など）１４２点

施設見学及び施設利用者数～８，４０４

　　　　　◎年間埋立実績（登別市）

　　　　　　　焼却残さ　　　　　　１，５７５ｔ

　　　　　　　破砕残さ　　　　　　　　３５０ｔ

　　カレット残さ　　　　　　　４５ｔ　　　合計１，９７０ｔ
  ５  一般廃棄物処理施設整備基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

        一般廃棄物処理施設の整備・補修及びダイオキシン対策に必要な財源の確保

　　　　平成１４年度原資積立額　　　２５，０００　千円

　　　　　　　　　　発生利子額　　　９７，３３２　円
　６  千歳最終処分場整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)
平成１１年度をもって埋立てを終了した千歳最終処分場を周辺の生活環境に影響のないよう適正に閉鎖するための事業を実施した。（平成１４年度～１５年度継続事業）

事業内容

閉鎖実施調査設計委託

閉鎖工事施工監理業務委託

流末排水路整備実施設計委託

清掃業務委託

最終処分場閉鎖工事

流末排水路改修工事

関連用地買収

　７　旧清掃工場ストックヤード化等事業                                (４衛生費 ２清掃費)

　　　　平成１１年度をもって用途廃止した旧清掃工場（焼却設備）と過去に休止している旧塵芥焼却炉（カルルス町・常盤町）を国が定めたダイオキシン類ばく露防止対策に沿って解体撤去し、跡利用（旧清掃工場）するための事業を実施した。（平成１４年度～１５年度継続事業）

　　　　　事業内容　

解体工事基本計画策定等業務委託

　　　　　　旧塵芥焼却炉解体前ダイオキシン類測定分析業務委託

　　　　　　旧清掃工場ストックヤード化等（解体）工事施工監理業務委託

　　　　　　旧清掃工場ストックヤード化等（解体）工事
　８  し尿処理施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 ２清掃費)

し尿及び浄化槽汚泥の適正処理を図るため、老朽化が著しいし尿処理施設の維持補修整備を実施した。

事業内容

各種配電盤、気中開閉器等取替整備補修

消化槽加温用温水器煙管取替等整備補修

第３消化槽バイパス配管改造補修

貯水槽外壁防水塗装補修

ルーツブロア及び井水圧力タンク整備補修

規模適正診断調査委託
　９  公害対策経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
市民が健康で豊かに快適な生活を営むための生活環境を保全するために、抜本的な公害の未然防止を目的として実施した。

国道３６号線沿道自動車交通騒音調査（１０月１８～２５日実施）

登別川河川水質測定調査（年４回５ヶ所実施）

１０河川水質測定調査（年２回実施）
１０　有害大気汚染物質調査事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
一般環境や発生源周辺のダイオキシン類の環境モニタリングを実施することによって、大気の汚染状況を把握し、その対策に資することを目的として実施した。

　　　　調査実施状況

　　　　　測定場所　　幌別中学校グランド

　　　　　実施期日　　①１０月４日・５日　　②１２月２５日・２６日
１１  野犬掃討、畜犬登録事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)

畜犬の登録、狂犬病の予防及び犬による人又は、家畜等への危害を防止するため、野犬の掃討を実施した。

苦情処理件数　　　　　　　１１４件

野犬捕獲頭数　　　　　　　　４６頭

小動物死骸処理件数　　　　　７８件

畜犬登録頭数　　　　　３，０７０頭

１２  有害鳥獣駆除経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(６農林水産業費 １農業費)

農業者の作物等が有害鳥獣により被害を受けているため、有害鳥獣（キタキツネ、カラス、アライグマ）の駆除や、個体数調整によるエゾシカの捕獲により、農業被害を最小限に食い止めるため実施した。

　　　　　駆除、捕獲実績　　キタキツネ　１８匹　　エゾシカ　３４頭　　カラス　２３１羽

１３  公共下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (公共下水道事業特別会計)
健康的で快適な居住環境の改善を図るとともに、公共用水域の水質保全を目的に、公共下水道事業を実施した。

普及状況

	行政区域内人口　　　Ａ
	　５４，５０３人

	供用開始人口　　　Ｂ
	　４１，０２８ 人

	水洗化人口　　　Ｃ
	　３０，２８５ 人

	普及率　　Ｂ／Ａ
	　　　７５．３ ％

	水洗化率　　Ｃ／Ｂ
	　　　７３．８ ％


管渠布設工事　　　２，６６６，９７１千円（管渠延長　Ｌ＝１７，０９４．９１ｍ）

　　　　処理場建設　　　　　　４８８，１４３千円

　　　　供用開始面積　　　　　　　　７７．８ｈａ

１４  便所の水洗化及び排水設備設置の普及促進事業　　　　　　　　 (公共下水道事業特別会計)
供用開始区域内の未水洗化家屋を対象に水洗便所等改造に要する資金の融資あっせん（金融機関に対する利子補給）、または、補助金の交付により改造費用の負担を軽減し、水洗化の普及を促進した。

事業内容

水洗便所改造等融資あっせんに係る利子補給金　

４，２８２千円（平成１１年度～１４年度　融資あっせん分）

水洗便所改造等補助金　　　

１０，５３６千円（交付件数　３５９件）
１５  公共施設水洗化事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 １総務管理費)
市民生活の快適な生活環境づくりの一環として積極的に公共施設の水洗化事業を実施し、環境衛生の向上と下水道の普及促進に努めています。本年度については、栄町保育所外２箇所の水洗化を実施した。

　　　　平成１４年度実施箇所　　　　　　　３か所（恵和園、みその園、栄町保育所）

　　　平成１４年度末累計実施箇所数　　　４２か所
１６　火葬場建替事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
　　　　老朽化した火葬場に替え、新しい火葬場を建設する。

　　　　調査、測量、設計委託料　２７，３００千円　　用地買収費　３４，３４８千円

　　　　工事請負費　　待合棟　６６，４００千円　　火葬棟　６３，５００千円

１７  火葬場整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
老朽化している火葬炉等の維持補修

霊台車外補修工事　　１，８３７千円
１８　（仮称）新富浦墓地造成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
　　　　既設墓地数不足による墓地の造成（平成１４年度～１５年度継続事業）

　　　　　工事請負費　　　２６，３００千円　　用地買収費　　１５，３８３千円

　　　　　実施設計委託料　１４，５４２千円

１９  墓地管理基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
区画造成墓地の貸付時における墓地管理清掃手数料を積立し、墓地の整備や清掃等の適正な墓地管理の財源に充てた。

前年度末残高　　　　１４，８３４，２７９円

本年度処分額　　　　　２，９２０，５００円

本年度積立額　　　　　１，２９１，９３２円

本年度末残高　　　　１３，２０５，７１１円

２０　墓地施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４衛生費 １保健衛生費)
　　　　既設墓地を年次的に整備し、景観の回復、利便性の向上を図る。

　　　　　富浦墓地水取場新設　　２箇所　　　１，４３８千円

　　　　　墓地支障木伐採（来馬、上鷲別墓地）３，６７５千円

２１　リサイクルまつり開催経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４衛生費２清掃費）
ごみの減量及びリサイクル活動の普及啓発を目的として、リサイクルまつり０２’イン登別・白老を開催した。

開催期日　　　７月１４日

会　　場　　　クリンクルセンター

　　　　　参加人員　　　約２，０００人

　　　　　イベント内容　フリーマーケット、再生展示品の抽選会、堆肥化製品の無料配布、

リサイクル生活展（エコ商品の展示・販売）、幌中吹奏楽部演奏会、

紙すき、ローソク・石鹸作り教室、ペットボトルロケット作成、

風車作り教室、遊びの広場の開設、飲食コーナーの開設、

○×ウルトラクイズ

第3節 安全で安心して暮らせるまちをつくる

	・　道路災害防除事業、河川改修事業、サイレン遠隔吹鳴装置設置、防災機器・防災用品整備事業等による災害に強いまちづくりを進めた。

・　高度救急資機材を配備するとともに、引き続き救急救命士の養成を図るなど、消防・救急体制の充実に努めた。

・　水利不足地域の解消を図るため、消火栓を設置し消防水利の整備に努めた。

・　歩道新設、ロードヒーティング整備、カーブミラー設置など交通安全施設の整備を図るとともに児童・生徒への交通安全指導と高齢者に対する交通安全意識の啓発に努めた。


  １  災害対策・応急復旧事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 ５防災費)
災害対策基本法に基づきく登別市防災会議（委員２５人）の運営と防災無線などの防災備品等を管理した。
  ２  避難所表示板設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 ５防災費)
災害が発生し、又は発生の恐れがある場合等において、住民の生命を保護するため、設定されている避難所に表示板（小型支柱標識）の設置をした。

小型支柱標識設置場所　　１０か所

（しおみ公園、緑ヶ丘公園、富士２号公園、桜木公園、なかよし公園、若草公園、さわやか公園、めぐみ公園、めばえ公園、美園公園）
  ３  防災資機材購入整備費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 ５防災費)
地域の防災活動を推進するため、自主防災組織が活動に要する資機材の購入整備に対し、予算の範囲内において補助金の交付を行った。

　　　　平成１４年度補助金交付団体

来福町内会自主防災会、若緑町内会自主防災会（２団体）

　４　防災対策経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 ５防災費)
災害が発生した場合、又は災害が発生する恐れのある場合の応急復旧経費。

　平成１４年度　大雨・洪水警報　３回　　暴風雪・津波警報　１回　（被害なし）

　５　総合防災訓練経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２総務費 ５防災費)
市民の防災意識の普及と災害応急対策を円滑に実施するため、各関係機関と一体となって地震発生、津波警報と大雨・洪水警報の被害想定により総合的に訓練を実施する。

平成１４年度は訓練当日大雨・洪水警報の発表により中止した。
　６  森林愛護組合連合会助成金　　     　　　                   (６農林水産業費 ２林業費)
林野火災予消防計画で予防対策実施機関として位置付けられているとともに、林野火災予消防対策協議会の一員として、林野火災予防と森林保護並びに入山者の遭難防止のため、入山者に対しての啓蒙チラシの配布及び巡視活動等を行う連合会に助成した。

　　　　事業内容　　林野火災予防ポスターの掲示（４か所）、啓発用看板の設置（１０か所）、

林野火災予防・森林保護及び遭難予防チラシの配布、

連合会での啓発巡視、８単位組合での啓発巡視（春・秋期）
  ７  登別温泉中央通り道路災害防除事業　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ２道路橋梁費)
当該路線の現況法面については、落石危険箇所と既設構造物（積ブロック）が老朽化していることから整備した。

本 工 事　　現場吹付け法枠工　Ａ＝ １８２㎡   　プレキャスト法枠工　Ａ＝１９３㎡

調査設計　　水質・水量調査一式
  ８  河川防護柵設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)
防護柵が設置されていない箇所について年次的に整備を進めた。

河川防護柵設置箇所　　上鷲別富岸川　　Ｌ＝８０ｍ
　９  河川環境整備特別対策事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)
河川の環境整備及び清掃をすることにより地域住民に潤いや安らぎを与え、又自然の恵みを受け快適な生活ができる。

事業内容　来馬川の環境整備と清掃（年２回実施）

河川敷地内清掃、ゴミ拾い、草刈等を行う来馬川を愛する会に補助金を支出した
１０  ヤンケシ川河川改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)
本河川は、通水断面が小さく氾濫が多いことから、狭隘となっている部分の拡幅整備を進めた。

事業内容　　改修工事　プレキャスト擁壁護岸工　Ｌ＝４６ｍ
１１  河川維持補修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)

河川築堤草刈委託（６河川）　　 Ｌ＝２，５６０ｍ　Ａ＝１０，２４０㎡

（上鷲別富岸川、ヤンケシ川、ポンヤンケシ川、徳消川、新徳消川、伏古別川）

　　　　第２の沢川護岸工事　　　土工一式

　　　　ヤンケシ川、ポンヤンケシ川浚渫　Ｖ＝１５０EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(　３),ｍ)　サト岡志別川浚渫　Ｖ＝２２１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(　３),ｍ)　　

１２　来馬川支流整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)

　　　　来馬川の支流の改修工事を実施。　Ｌ＝３０ｍ

１３　小規模治山事業（常盤町４丁目）　　　　　　　　　　　　　 （６農林水産業費 ２林業費）

        登別市地域防災計画で災害危険区域となっている当該傾斜地が崩壊したため、道費補助事業である小規模治山事業で整備を行った。

　　　　・土留工　１４ｍ積ブロック　・排水工　１７ｍトラフ　・法面工　１６０㎡植生マット

　　　　・法切り工　２４０EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(　３),ｍ)　　・仮設工　一式

１４　サンライバの沢川河川改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ３河川費)

　　　　本河川は通水断面が狭隘なため流下能力が低く、大雨災害時に氾濫が起きる可能性が大であることから、河道整備を進めている。

　　　　多自然型護岸工（連結自然石空石積）　Ａ＝２２３㎡

１５　サイレン遠隔吹鳴装置設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)

災害時の消防職員や消防団員の初動体制を確立するとともに、地域住民に対して災害の情報を音声やサイレンなどで伝え、避難や救助活動を促進することで被害を最小限に食い止め、市民の安全確保を図ることを目的に設置した。

設置数　　１８か所

１６  消防施設等維持補修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
老朽化の著しい消防施設の維持補修を行った。

事業内容　　消防署屋上補修、登別支署屋根葺替、登別温泉支署トイレ補修
１７  消火栓新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
消防水利の不足している地域に消火栓を新設し、老朽化しているものは更新した。

事業内容　２か所新設（若草町４丁目、中登別町）

９か所更新（美園町４丁目（２か所）、若草町６丁目、栄町４丁目、富士町３丁

目、常盤町４丁目、登別本町３丁目、登別東町５丁目（２か所））

１８  消防団活性化経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
消防団活動の活性化を図るため、女性団員及び機関員の各種訓練等を実施した。

　　　　女性団員の活動状況～警戒出動　　　　　　（延べ　１５人出動）

訓練出動　　　　　　（延べ　５０人出動）

機関員の活動状況　～車両運転・保守点検　（延べ　５５人出動）

火災防御器具操作訓練（延べ　　８人出動）

地理・水利点検　　　（延べ　３４人出動）

消防ポンプ操作訓練　（延べ　９１人出動）

教養訓練　　　　　　（延べ　３４人出動）
１９  救急救命士養成経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
高度な応急処置が行える救急救命士を養成し、救命率の向上を図った。救急隊３隊すべてに６人を配置できる１８人を目標とする。

救急救命士養成　　　　救急救命東京研修所　　　　　　　１人

平成１５年７月現在　救急救命士有資格者　１４人
２０  各種資格取得経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
水難救助用資器材導入時に活用できる隊員の教育及び業務に不可欠な免許資格等の取得を行い、災害発生時には安全かつ迅速に任務遂行できる体制を整えた。

取得資格　　　潜水士　１人
２１  水難救助用資器材等購入費  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
河川、海岸の水域において、水難救助に対応するため資器材を整備し、市民の安全を図った。

購入資器材　　潜水用具一式
２２  大規模災害用備蓄器具等整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)
大規模災害時の救出救護に対応するため、資機材を整備した。

購入資機材　　ロープ（２巻）、毛布（３０枚）、グランドマット（８枚）、

チェーンソー（１台）、切断用手動式カッター（２台）、

２３  高度救急資機材購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９消防費 １消防費)

今まで日鋼記念病院に心電図受信装置を設置し、メディカルコントロール体制の構築を図ってきたが、更に救命率の向上を図るため、新日鐵病院にも心電図受信装置を設置した。

設置場所　　室蘭市知利別町１丁目４５番地　新日鐵室蘭総合病院

２４　消防用機器整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （９消防費 １消防費）

　　　　救急需要の急増に伴い、消防機器を見直し、感染防止資機材の計画的な購入を図った。

　　　　購入資機材　　ガス滅菌器一式

２５　消防広報車購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （９消防費 １消防費）

　　　　消防活動の充実強化を図るため、経年劣化の著しい消防広報車を更新した。

　　　　購入車両　　　ワゴン車１台

２６　消防ポンプ自動車購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （９消防費 １消防費）

　　　　消防活動の充実強化を図るため、車両機能が低下している富士分遣所配置のポンプ車を更新した。

　　　　購入車両　　　消防ポンプ自動車CD－Ⅰ型１台

２７　消防団員防火衣購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （９消防費 １消防費）

　　　　消防団員は、後方支援が原則であるが、状況によっては消火活動にも参加することもあり、災害現場で身を守るため安全性・機能性の高い防火衣に更新した。

　　　　購入数　　　　８４式

２８  室蘭登別防犯協会連合会助成金　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
犯罪の未然防止と暴力の追放、安心して暮らせるまちづくりの推進を目的として活動している連合会に対して助成した。

　　　　重点事業

組織の充実と活動基盤の整備による活動の活性化

自主的な地域安全活動の推進

身近な犯罪の被害防止活動の推進

家庭内暴力、児童虐待などの犯罪被害弱者対策活動の推進

少年の非行防止と有害環境の浄化活動の推進

職域防犯団体への支援と協力

暴力犯罪の排除活動の推進

防災活動への参加、支援など
２９  暴力追放運動推進団体連絡協議会助成金　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
犯罪の未然防止と暴力の追放、安心して暮らせるまちづくりの推進を目的として活動している協議会に対して助成した。

事業内容

幌別地区の手づくり祭り

暴力追放巡回街頭啓発

暴力追放啓発看板、啓発旗の現状把握と配布

啓発看板配布実績　　　２町内会　　２枚

啓発旗配布実績　　　２６町内会　７８枚

啓発回覧板配布実績　７５町内会３０５枚

チラシ「交通事故や犯罪の未然防止について」の広報折込（全戸配布）
３０  社会を明るくする運動登別地区実施委員会負担金　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
青少年の非行防止と罪を犯した人たちの更生と理解を深めるための啓発を行った。

事業内容　　社明及び交通安全運動啓発の街頭パレード（７月８日）

公開ケース研究会（１１月２８日）

地域住民との懇談会及び映画鑑賞等

３１  登別地区保護司会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
　　　　登別地区保護司会に補助することにより、保護司活動の充実と連携並びに研修等の充実を図った。

　　　　事業内容　　覚せい剤乱用防止啓発、「社会を明るくする運動」の街頭パレード、映画会及び懇談会、公開ケース研究会、更生に関する相談など
３２  街路灯設置事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
犯罪の未然防止、安心して暮らせるまちづくりのため、各町内会が新しく設置又は補修する街路灯に対して助成した。（限度額３０，０００円、工事費の２／３以内を補助）

補助金交付町内会数　　５８町内会、１連合町内会

補助対象街路灯数　　　３０２基（新設６１基、補修２４１基）
３３  カーブミラー設置費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
　　　　交通事故を未然に防止するため、見通しの悪い交差点にカーブミラーを設置した。

　　　　　設置箇所数　　６か所（登別本町２丁目、常盤町１丁目、中央町５丁目、

常盤町２丁目、常盤町１丁目、新川町４丁目）
３４  照明灯設置事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
　　　　市民の安全を守るため、交通安全及び防犯上危険と思われる幹線道路、通学路に照明灯を設置した。

水銀灯２５０Ｗ（３基）　１００Ｗ（２基）

３５  ロードヒーティング整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ２道路橋梁費)
平成７年度に策定した基本計画に基づき、年次的に整備を進めた。

本工事実施路線数　　　　２路線

ロードヒーティング面積　美園３０号線　Ａ＝　９８．６㎡

　　　　　　　　　　　　新生１号線　　Ａ＝２９５．２㎡

３６  美園５７号線歩道新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
　　　　本路線は、若草地区の補助幹線的な路線であるが、近年新興地域として発展したため交通量が増加しており、又近くには若草小学校もあることから歩道を整備した。

歩道新設工事　　　　Ｌ＝６７ｍ、Ｗ＝６．５＋２．０ｍ

歩道新設工事（舗装）Ｌ＝６７ｍ、Ｗ＝６．５＋２．０ｍ

歩道新設工事その２　転落防止柵工　Ｌ＝６４ｍ

３７　鷲別学田路線歩道改良事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
本路線は、富岸小学校及び緑陽中学校の通学路であるが、歩道が１．５ｍと狭隘で、通学児童の交通安全が確保されていない。さらに隣接する地域に複合商業施設の開発が予想されており、今後交通環境の変化が予想されることから歩道改良を実施した。

歩道新設工事　　　　Ｌ＝２４５．１１ｍ、Ｗ＝３．５ｍ

歩道新設工事その２　照明工、標識工一式

歩道実施設計委託　　一式

用地買収　　　　　　２件　　Ａ＝８２．２９㎡

３８  冬道対策経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ２道路橋梁費)
冬道対策事業の内容

融雪剤購入及び砂箱等の補修、ロードヒーティング補修、

融雪剤自動散布機（まきえもん）借上げ、雪堆積場使用料

３９  道路維持補修・除雪経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８土木費 ２道路橋梁費)
　　　　道路維持補修・除雪事業の内容

　　　　　市道常時補修（道路側溝及び舗装補修、路面及び排水施設清掃、街路灯修理）

　　　　　ロードマーク設置（道路の白線）

　　　　　除雪（除雪及び融雪剤散布）

　　　　　道路清掃交付金（道路の草刈等の実施（札内及び来馬地区の町内会））

その他経費（車両センター維持管理経費、車両維持管理経費など）
４０  交通安全推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
交通事故を防止するため、関係機関と連携し、各種交通安全を推進するとともに、交通安全教室の実施により交通安全意識の高揚に努めた。又、事故の多発する薄暮時には赤色灯により安全運転を促すレッド駐留や蛍光横断幕等による夜間街頭啓発を行った。さらに、交通安全施設の点検、カーブミラーや啓発看板の修理及び設置、公安委員会への信号機等の設置要望を行った。

　　　　事業内容

交通安全指導員報酬、交通安全教室講師謝礼、啓発看板設置、

カーブミラーの設置、修繕

４１  シルバー交通安全推進事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
高齢者の交通事故防止と交通安全意識の高揚を図るため、各老人クラブに委嘱しているシルバー交通安全推進員の事業を支援した。

事業内容　　交通安全教室の開催、交通安全運動への参加

老人クラブ役員研修会の開催

新入学児童を交通事故から守る運動の実施

人と旗の波街頭啓発運動への参加など
４２  交通安全協会交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 ５交通安全費)
交通事故の防止及び交通安全思想の普及を図るため、交通安全運動の実施や主要通学路における交通指導・各種イベントでの交通指導等を推進する協会に対して交付した。

事業内容

各期別の交通安全運動期間中における各種啓発事業の実施

交通安全教室の開催（幼稚園、小学校、町内会、老人クラブ等）

主要通学路での交通指導の実施

優良運転手の表彰

各種イベントにおける交通安全指導の実施など
４３  消費者行政推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
市民の日常生活における消費者の利益の擁護及び増進と消費者の権利を確立するための施策の推進を図った。

事業内容

消費生活モニター調査活動（モニターによる価格動向調査）

消費者協会運営助成金・消費生活展の開催補助金（消費についての正しい知識の普及）

消費者協会会員及び消費生活相談員による相談業務（消費生活のトラブル及び相談）

物価調査業務（主要生活物資の価格調査）

商品試買量目調査業務（量目や価格の適正調査）
４４  登別消費者協会運営助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
日常生活における消費者の利益擁護及び増進と権利を守るための知識普及、消費生活相談や生活物資等の監視活動などの事業を実施している協会に対して助成

事業内容

登別消費者大会の開催、地元商店会との懇談会、特別栽培米生産者との懇談会、

消費生活リーダー研修会への参加、くらしの総合講座、

家庭用灯油、ＬＰガス、ガソリン価格調査、消費者の日に係る啓発運動（市内高校）、

消費生活相談講座（高校生・高齢者・町内会）、北海道・胆振消費者大会への参画

４５  室蘭人権擁護委員協議会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
人権擁護に係る情報収集、研究及び啓発等の事業支援のため、協議会に対し支援した。

４６  無料法律相談業務経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３民生費 １社会福祉費)
日常生活における法律問題についての相談を札幌弁護士会室蘭支部の弁護士が相談を受けた。

相談件数　　１０４件

相談会場　　鉄南ふれあいセンター及び弁護士事務所
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